
9月定例会
議
員
定
数
を
４
人
削
減
し
34
人
へ

　
９
月
定
例
会
は
９
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
25

件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま

し
た
。
本
会
議
最
終
日
に
は
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
長
岡
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
」
に
つ
い
て
、
関
正
史
議
員
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
り
、
賛
成
、
反
対
討
論
の
後
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
６
ペ
ー
ジ
も
併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
会

派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提案理由の説明を行う関正史議員

議会活性化特別委員会の最終報告をしました
　市議会では、「開かれた議会、活発な議論が行われる議
会、わかりやすい議会」を目指し、平成24年３月に議会活
性化特別委員会を設置し、同年４月から市議会の活性化に
ついての議論を行ってきました。
　これまでの計28回２年５カ月にわたる検討結果を踏ま
え、今定例会最終日に委員長の関正史議員が最終報告を行
いました。
　委員会はこの報告をもって終了しましたが、今後とも長
岡市議会ではさらなる活性化に向けて取り組んでいきます。
　主な検討内容と結果については、６ページをご覧ください。

　平成24年３月　議会活性化特別委員会設置
　　　　　４月　第１回議会活性化特別委員会
　　　　　９月　中間報告（９月定例会最終日）
　　　　　10月　議員研修会①　「地方議会への期待と注文」
　　　　　　　　　講師　新潟大学法学部　副学部長　田村　秀　教授
　　　　　　　　先進地視察　明石市「明石市議会活性化計画の取り組みについて」
　　　　　　　　　　　　　　堺　市「一般質問における一問一答制の導入について」
　　　　　　　　　　　　　　奈良市「議会基本条例制定に向けた取り組みについて」
　　　　　　　　　　　　　　三重県「通年議会への取り組みについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　「議員の政策立案能力向上への取り組みについて」
　平成25年３月　中間報告（３月定例会最終日）
　　　　　10月　議員研修会②　「議員報酬・議員定数の基本的な考え方について」
　　　　　　　　　講師　新潟県立大学国際地域学部　田口　一博　准教授
　平成26年８月　第28回議会活性化特別委員会（最終回）
　　　　　９月　最終報告（９月定例会最終日）
　　　　　　　　議会活性化特別委員会廃止

●検討の経過

議会活性化特別委員会の最終報告 １
一般質問　　　　　　　　　　 ２
常任委員会の所管に関する質問 ３
平成25年度決算について　　 ４

〈目次〉
会派別議案等賛否一覧表 ５
議会活性化特別委員会の 　
主な検討項目と結果一覧表 ６
市議会の活動状況 ６

議会活性化特別委員会での議論の様子

しげる

～ 食べて 歩いて 楽しんで！～
９月から「食事｣「運動｣「休養｣を一体的
に学び、実践するための多世代健康づ
くりセミナーが始まりました。９月20日
（土）のセミナー初回では、オリエンテー
ションをはじめ、体組成測定に基づく
目標設定やウォーキング体験が行われ
たほか、参加者はバランスのとれたラ
ンチで会食をしました。
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なが
おか市議会だより 190号

　
　
　長
岡
花
火
の
目
玉
で
あ
る
フ
ェ

　
　ニ
ッ
ク
ス
花
火
を
継
続
す
る
た
め

に
は
本
市
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
花
火
は
、
市
民

　
　
自
ら
が
資
金
を
集
め
、
ま
さ
に
市

民
力
で
打
ち
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
長
岡

市
民
の
復
興
に
か
け
る
パ
ワ
ー
の
象
徴

と
し
て
、
見
る
人
た
ち
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
い
る
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
花
火

の
打
ち
上
げ
は
、
募
金
活
動
を
中
心
に

集
め
ら
れ
た
個
人
や
企
業
か
ら
の
協
賛

金
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
観
覧
席
の
売
り
上

げ
を
財
源
と
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
、
市

の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
来
年
度
以
降
の
打
ち
上

げ
も
、
こ
の
方
式
で
行
う
限
り
大
き
な

心
配
は
な
く
、
今
後
も
長
岡
ま
つ
り
協

議
会
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
部
会
が
中
心
と
な

り
、
財
源
の
根
幹
と
な
る
募
金
活
動
を

継
続
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　長
岡
ま
つ
り
と
開
催
期
間
が
重

　
　な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
り
、

　
　
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
長
岡
花
火
を

全
世
界
へ
発
信
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
長
岡
へ
の
誘
客
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
市
が
参
加
す

る
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
で
は
、

聖
火
台
に
火
焔
型
土
器
の
造
形
を
提
案

す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
世
界
に
誇
れ
る
地
域
の
宝
が
あ
り
、

長
岡
の
魅
力
の
発
信
、
市
民
の
郷
土
へ

の
誇
り
の
醸
成
な
ど
に
つ
な
が
る
よ
う

具
体
的
な
取
り
組
み
を
関
係
者
を
交
え

て
進
め
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
長
岡
ホ
ノ
ル
ル
日
米
友
好
記
念
事
業

委
員
会
委
員
に
つ
い
て

　
　
　財
政
の
見
え
る
化
を
よ
り
一
層

　
　推
進
す
る
た
め
に
も
、
新
た
な
地

方
公
会
計
制
度
を
導
入
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
こ
の
制
度
は
、
全
て
の
地
方
公

　
　
共
団
体
が
固
定
資
産
台
帳
の
整
備

と
複
式
簿
記
の
導
入
を
前
提
と
し
た
統

一
的
な
基
準
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
全

て
の
資
産
状
況
を
把
握
し
、
個
別
の
資

産
を
評
価
し
て
そ
の
状
況
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
経
営
の
基
礎

と
な
る
財
務
状
況
の
分
析
が
可
能
と
な

り
、
団
体
間
の
比
較
も
容
易
と
な
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、

新
た
な
制
度
の
導
入
に
向
け
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

　
　策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
計
画
は
、
長
期
的
な
視
点

　
　
で
ハ
コ
モ
ノ
と
イ
ン
フ
ラ
を
含
め

た
公
共
施
設
等
の
全
体
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
市
で
は
、
橋
梁
や
下
水
道
な

ど
は
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
な
維
持
、
補
修
、
更
新
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
引
き
続
き
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
縮
減
や
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
に
安
全
で
安
心
な
公
共

施
設
の
提
供
、
利
用
状
況
を
的
確
に
と

ら
え
た
施
設
の
設
置
、
ほ
か
の
用
途
へ

の
有
効
活
用
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、

平
成
28
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
対

策
に
つ
い
て

　
　
　子
ど
も
た
ち
に
長
岡
の
産
業

　
　の
歴
史
や
貴
重
な
工
作
機
械
な

ど
を
見
せ
ら
れ
る
「
長
岡
産
業
・
偉

人
博
物
館
」
の
整
備
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
若
者
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を

　
　
か
け
て
い
く
た
め
に
も
、
子
ど
も

た
ち
の
郷
土
愛
の
醸
成
は
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
各
小
学
校
で
は
、
総

合
的
な
学
習
や
社
会
科
の
時
間
な
ど
を

活
用
し
て
、
長
岡
の
産
業
を
発
展
さ
せ

た
偉
人
や
産
業
機
械
な
ど
を
紹
介
す
る

長
岡
市
産
業
展
示
室
を
は
じ
め
、
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
を
興
し
た
中
川
清
兵
衛
な

ど
の
偉
業
を
紹
介
す
る
与
板
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
の
施
設
見
学
を
行
っ
て
い

る
。
長
岡
産
業
・
偉
人
博
物
館
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
既
存
施
設
の
充
実
の
ほ

か
、
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
歴
史
的
な

機
械
や
製
品
が
現
場
で
見
学
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
新
た
な
施
設
整
備
に

限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
総
合
的

に
研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、

　
　移
住
希
望
者
と
中
山
間
地
集
落
の

間
を
取
り
持
つ
相
談
役
の
よ
う
な
仕
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え

は
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
、
中
山
間
地
域
へ
の
Ｕ
タ
ー

　
　
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
を
進
め
る
た
め
に

は
、
地
域
の
シ
ー
ズ
と
移
住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
相
談
役
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
考
え
る
。

受
け
入
れ
る
側
の
集
落
の
状
況
や
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
、
中
山
間
地
域
の
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
を
関
係
機
関
、

関
係
部
署
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
平
和
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
平
和
教
育
に
つ
い
て

　
　
　原
発
事
故
時
の
実
効
性
あ
る
避

　
　難
計
画
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け

る
避
難
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

　
　
　
国
が
示
す
原
子
力
災
害
対
策
指

　
　
針
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
原

発
か
ら
の
距
離
や
方
角
ご
と
の
人
口
、

施
設
情
報
な
ど
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
収

集
を
行
い
、
関
係
者
と
の
協
議
を
実
施

し
、
視
察
な
ど
も
通
じ
て
全
国
の
先
進

事
例
な
ど
を
調
査
し
て
い
る
。
ま
た
、

東
京
電
力
が
実
施
し
て
い
る
安
全
対
策

の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

柏
崎
刈
羽
原
発
が
実
施
す
る
訓
練
に
つ

い
て
も
現
地
視
察
を
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
広
域

避
難
に
関
す
る
調
整
に
つ
い
て
は
、
県

や
周
辺
市
町
村
な
ど
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
実
行
性
の
あ
る
避
難
計
画
を

早
急
に
策
定
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　来
年
は
長
岡
空
襲
か
ら
70
年
の

　
　節
目
の
年
で
あ
る
。
新
市
役
所
で

あ
る
ア
オ
ー
レ
長
岡
に
看
板
の
設
置
を

す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
70
年
の
節
目
を
機
に
、
本

　
　
市
が
非
核
平
和
宣
言
都
市
で
あ
る

こ
と
を
よ
り
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
本
市
の
都
市
宣
言
に

は
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
と
並
ん
で
交

通
安
全
都
市
宣
言
と
無
雪
都
市
宣
言
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
議
会
で
議
決
あ
る
い

は
決
議
を
経
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
こ
の
３
つ
の
宣
言
を
効
果
的

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
方
法
を
広
く

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　今
後
の
地
域
委
員
会
の
あ
り
方

　
　に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
の
地
域
委
員
会
は
、
合
併

　
　
当
初
に
は
な
か
っ
た
分
科
会
を
設

け
る
な
ど
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分

た
ち
で
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
前
向

き
な
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
委
員
会
同
士
の
横
の
つ
な

が
り
と
し
て
、
女
性
地
域
委
員
の
研
修

会
や
２
つ
の
地
域
委
員
会
に
よ
る
合
同

研
修
会
な
ど
、
他
の
合
併
都
市
に
は
な

い
長
岡
独
自
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て

い
る
。
地
域
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
ふ

る
さ
と
創
生
基
金
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

振
興
策
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
主
体

的
に
議
論
す
る
組
織
と
し
て
、
来
年
度

以
降
も
継
続
設
置
す
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　今
後
の
支
所
地
域
の
振
興
策
に

　
　は
、
地
域
ご
と
の
個
別
戦
略
が
必

要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
こ
の
10
年
間
、
地
域
の
個
性
が

　
　
光
り
輝
き
、
長
岡
市
全
体
が
調
和

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
体
感
が

醸
成
さ
れ
る
合
併
を
目
指
し
て
き
た
も

の
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
10

年
を
考
え
た
と
き
に
、
異
な
る
自
然
環

境
や
伝
統
、
歴
史
、
文
化
の
中
、
独
自

の
伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
た
各
地
域
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
根
ざ
し
、

さ
ら
に
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
各
地
域
の
特
性

に
根
ざ
し
た
地
域
資
源
に
磨
き
を
か
け
、

長
岡
市
全
体
と
し
て
、
個
性
が
光
り
輝

き
な
が
ら
調
和
し
て
い
く
新
長
岡
市
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
地

　
　域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
て
い

る
が
、
本
市
は
全
て
社
会
福
祉
法
人
等

へ
委
託
し
て
い
る
。
本
市
の
直
営
も
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
セ
ン
タ
ー
は
各
地
域
に
お
け
る

　
　
総
合
相
談
窓
口
で
あ
り
、
保
健
・

福
祉
に
関
す
る
専
門
職
を
配
置
し
て
い

る
。
そ
の
担
い
手
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
介
護
な
ど
の
経
験
と
実
績
が
あ
り
、

地
域
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る
社
会
福

祉
法
人
が
最
も
適
し
た
も
の
と
考
え
て

委
託
し
て
い
る
。

　
本
市
の
役
割
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー

の
基
本
的
な
運
用
方
針
を
示
し
、
職
員

の
研
修
会
や
情
報
交
換
会
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
で
、
活
動
の
維
持
向
上
に
努

め
て
い
る
。
本
市
の
場
合
、
こ
の
よ
う

な
強
み
を
生
か
し
て
、
本
市
と
社
会
福

祉
法
人
が
力
を
合
わ
せ
て
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
最
も
よ
い
方

法
と
考
え
て
い
る
。 

　
　
　地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

　
　進
に
は
、
医
療
・
介
護
を
連
携
す

る
組
織
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、
以
前
か
ら
地
域
包

　
　
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
高

齢
者
の
医
療
・
介
護
・
健
康
づ
く
り
・

住
ま
い
な
ど
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
部

局
横
断
的
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
今
後
も
、
そ
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
旧
学
校
施
設
等
の
地
域
活
性
化
へ
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

藤井　盛光 議員
（１期・無所属）

藤井　達徳 議員
（３期・公明党）

加藤　尚登 議員
（２期・市民クラブ）

笠井　則雄 議員
（４期・共産党市議団）

関　充夫 議員
（２期・しん長岡クラブ）

細井　良雄 議員
（２期・共産党市議団）

９
月
定
例
会
　
10
人
が
一
般
質
問
　
一
般
質
問
の
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

長
岡
花
火
に
つ
い
て

公
会
計
改
革
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　策
定
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
問
題
と

　
　
　
　防
災
計
画
等
に
つ
い
て

ア
オ
ー
レ
長
岡
へ
の
非
核
平
和
都
市

宣
言
の
看
板
設
置
等
に
つ
い
て

合
併
10
年
後
の
支
所
地
域
の

　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

医
療
・
介
護
総
合
法
の
施
行
に
向

け
長
岡
市
の
特
徴
を
生
か
し
た

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
岡
」
を

目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て

※１　中山間地域等直接支払制度：農業生産条件が不利な状況にある中山間地域等において、農業生産の維持を図りながら、多面的機能を確保するために、交付金を活用して
　　　　　　　　　　　　　　　　集落の活性化を進めていく制度。
※２　実質公債費比率：借入金（地方債）の返済及びこれに準じる額の大きさを指標化したもの。

　
　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在
の
取
り

　
　
組
み
状
況
は
。

　
　
　
平
成
22
年
３
月
の
空
き
家
バ
ン

　
　
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
、

物
件
登
録
が
累
計
96
件
、
そ
の
う
ち
成

約
に
至
っ
た
も
の
が
52
件
、
現
在
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
が
16
件
と
な
っ
て
い

る
。
成
約
し
た
も
の
の
内
訳
は
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
が
18

件
、
住
み
替
え
が
21
件
、
そ
の
ほ
か
福

祉
施
設
等
の
利
用
が
13
件
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
利
用
希
望
者
の
登
録
数
は

215
件
で
、
そ
の
う
ち
市
外
の
希
望
者
が

140
件
、
市
内
の
希
望
者
が
75
件
と
な
っ

て
お
り
、
物
件
の
紹
介
も
延
べ
155
回
行

っ
て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用

　
　
を
図
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
国
の
支
援
制
度
説
明
会
の
開
催

　
　
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
な

ど
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
加

え
、
今
年
７
月
に
空
き
家
等
の
有
効
活

用
の
た
め
、
不
動
産
団
体
と
情
報
提
供

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
登
録
物
件

の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
た
め
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
、
空

き
家
等
の
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

新
た
に
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
住

ま
い
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
管
理
不

全
の
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
有

効
活
用
に
つ
な
が
る
情
報
を
適
切
に
提

供
し
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
や
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
、
空
き
家

を
公
共
性
の
あ
る
社
会
的
資
産
と
し
て

有
効
に
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
過
労
死
等
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
中
山
間
地
域
は
国
土
保
全
や
自

　
　
然
環
境
の
面
か
ら
も
重
要
な
地
域

と
考
え
る
。
耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
中
山
間
地
域
の
農
業
維
持

に
向
け
た
課
題
を
本
市
は
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
域
の
農
地
を
守
り
な
が
ら
、

　
　
農
業
生
産
活
動
が
安
定
的
に
継
続

し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
住
民
自
ら

が
地
域
の
強
み
や
弱
み
を
認
識
し
、
担

い
手
像
の
明
確
化
や
役
割
分
担
、
農
業

経
営
の
安
定
持
続
の
た
め
の
「
攻
め
の

方
策
」
や
、
耕
作
放
棄
化
の
予
防
、
鳥

獣
被
害
防
止
等
の
「
守
り
の
方
策
」
な

ど
を
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
だ
け
で
農
業
維
持

が
困
難
な
時
に
は
近
隣
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
促
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
に
は
、
現
行
の
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
対
応
で
き
る

た
め
、
引
き
続
き
制
度
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
担
い
手
農
家
に
対
す
る
新
た
な

　
　
支
援
策
に
つ
い
て
、
法
人
経
営
や

生
産
組
織
だ
け
で
な
く
、
意
欲
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
の
担

い
手
農
家
に
対
し
て
も
支
援
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
大
切
な
こ
と
は
単
な
る
所
得
補

　
　
償
で
は
な
く
、
意
欲
を
持
っ
て
努

力
し
て
い
る
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や

育
成
で
あ
る
。

　
ま
た
、
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
の
さ

ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

組
織
・
団
体
に
限
ら
ず
、
個
人
の
担
い

手
に
も
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
来
年
度

の
予
算
編
成
で
十
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
現
在
の
財
政
状
況
、
今
後
の
見

　
　
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
は

総
合
計
画
の
策
定
が
始
ま
る
中
で
、
ど

の
よ
う
な
行
財
政
経
営
を
行
う
の
か
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
実

　
　
質
公
債
費
比
率
は
13
・
６
％
で
全

く
心
配
の
な
い
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に

25
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

約
88
億
７
、０
０
０
万
円
で
、
目
安
と

な
る
基
準
を
上
回
る
額
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
の
見
通
し
は
、
歳
出
で
は
扶

助
費
や
国
保
・
介
護
保
険
関
係
の
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

反
面
、
歳
入
で
は
減
少
傾
向
に
な
る
と

見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
行
財
政
経
営
は
、

業
務
の
委
託
化
・
民
営
化
の
推
進
等
に

よ
り
職
員
数
を
削
減
し
て
一
般
行
政
経

費
を
節
減
す
る
な
ど
、
行
政
運
営
の
効

率
化
と
健
全
財
政
の
堅
持
に
一
層
取
り

組
み
、
地
域
経
済
対
策
、
防
災
対
策
、

福
祉
・
教
育
等
の
施
策
を
推
進
し
、
市

民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
行
財

政
運
営
を
行
い
た
い
。

　
　
　
今
年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

　
　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

今
後
、
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
が
重
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
れ
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

　
　
く
り
の
実
現
の
た
め
に
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
改
正
都
市
再
生
特
別
措
置
法
は

施
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
同
法
に

基
づ
く
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
今
後
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト

や
課
題
を
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
各
支
部

　
　
の
事
務
局
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
連
合
会
の
事
務
局
は
社
会
福
祉

　
　
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
専
任
職
員

を
配
置
し
、
独
自
に
運
営
を
し
て
い
る
。

業
務
と
し
て
は
、
支
部
活
動
の
取
り
ま

と
め
や
連
合
会
全
体
の
活
動
の
事
務
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
支
部
に
お
い

て
は
、
独
自
に
事
務
局
を
置
い
て
運
営

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
長
岡
、
三
島
、

栃
尾
の
３
支
部
が
あ
る
。
ほ
か
の
８
支

部
は
、
独
自
の
事
務
局
が
な
い
た
め
、

主
に
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力

に
よ
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
料
を
据
え
置
き
、

　
　
引
き
下
げ
を
図
る
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
制
度
外
繰
り
入
れ
を
増
額
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
は
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
は
高
齢
化
な
ど

　
　
に
よ
り
年
々
医
療
費
が
増
加
す
る

一
方
で
、
加
入
者
は
低
所
得
者
が
多
く
、

国
保
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
保
会
計
は
特
別
会
計
と
い

う
独
立
し
た
会
計
で
あ
り
、
そ
の
歳
出

は
自
ら
の
歳
入
で
賄
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
。
し
か
し
、
歳
出
が
歳
入
を
上
回

る
構
造
的
な
問
題
が
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
措
置
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の

制
度
外
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
財
政
規
律
の
観
点
か
ら
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
制
度
外
繰
り
入
れ
に

は
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
栃
尾
地
域
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
た
栃
尾
郷
診
療
所
の

役
割
と
機
能
強
化
に
つ
い
て

広井　晃 議員
（１期・市民クラブ）

山田　省吾 議員
（２期・しん長岡クラブ）

丸山　広司 議員
（２期・市民クラブ）

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する「所
管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。詳し
くは会議録（11月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会

●子どものインフルエンザ予防接種の助成
●公立保育園民営化のメリット、デメリット
●児童手当を申請していない人の数とそれに対するフォロー
●青少年文化センターにあるプラネタリウムの中心市街地への整備
●就学援助における生活扶助基準の引き下げ終了後の認定者数への影響
●地域力を活用した放課後の子どものサポートにおける現状と今後
●学校の規模適正化における学校統合への本市の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●自主防災会での「災害図上訓練ＤＩＧ」の実施
●市職員の社会人経験者採用の拡大
●合併団体の財政需要を反映した普通交付税の算定
●職員の不祥事対策として倫理観を高める服務宣誓の復唱の必要性
●ＡＥＤ有効活用のための24時間営業のコンビニへの設置と環境の整備
●柏崎刈羽原発の安全対策に関する本市の姿勢
●中核市移行に向けての諸課題
●ふるさと納税のお礼において長岡の特産品の魅力を広く発信する工夫　　など

産業市民委員会 建設委員会
●公園の障害者用トイレにおけるオストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保有
　者）対応設備の設置
●大手通表町東地区再開発におけるＵＲ都市機構の市長表敬訪問内容
●耐震改修促進計画の進捗状況と課題
●国道351号線大手大橋通に完成した雨水貯留管の効果
●長岡都市圏交通円滑化総合計画における蔵王橋下流橋（仮称）構想を廃止し
　現蔵王橋を４車線化する案に対する本市の見解
●都市計画道路が担う緊急時における役割に対する本市の見解
●左岸バイパスの南北への延伸状況　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●担い手農家に対する新たな支援策での人材確保、経営能力の強化
●平成26年産米の作況、米価下落・在庫対策
●中小企業の事業承継に対する本市の認識
●長岡まつりに合わせた各地域への観光誘客の取り組み
●大手通表町東地区の再開発を考慮した五・十の市の今後の出店場所
●長岡地域若者サポートステーションの課題
●ＮＰＯ法人ながおか未来創造ネットワークの役割と今後の方向性
●女性の活躍推進に向けた本市の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

諸橋　虎雄 議員
（３期・共産党市議団）

長
岡
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

農
政
改
革
に
お
け
る

　
　
　
　
　農
業
振
興
に
つ
い
て

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

　コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

行
財
政
経
営
に
つ
い
て

長
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　現
状
と
課
題
に
つ
い
て

高
過
ぎ
る

　
　国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

※３　財政調整基金：自治体が年度間の財源の不均衡を調整するための積立金。
※４　改正都市再生特別措置法：市町村が実施する、都市全体の構造を見渡しながら住宅及び医療、福祉、商業その他の居住に関連する施設の誘導と、それと連携した公共交通に
　　　　　　　　　　　　　　　関する施策を講じることによるコンパクトなまちづくりを、国が支援することを目的とした法律。
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空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在
の
取
り

　
　
組
み
状
況
は
。

　
　
　
平
成
22
年
３
月
の
空
き
家
バ
ン

　
　
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
、

物
件
登
録
が
累
計
96
件
、
そ
の
う
ち
成

約
に
至
っ
た
も
の
が
52
件
、
現
在
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
が
16
件
と
な
っ
て
い

る
。
成
約
し
た
も
の
の
内
訳
は
、
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
が
18

件
、
住
み
替
え
が
21
件
、
そ
の
ほ
か
福

祉
施
設
等
の
利
用
が
13
件
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
利
用
希
望
者
の
登
録
数
は

215
件
で
、
そ
の
う
ち
市
外
の
希
望
者
が

140
件
、
市
内
の
希
望
者
が
75
件
と
な
っ

て
お
り
、
物
件
の
紹
介
も
延
べ
155
回
行

っ
て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用

　
　
を
図
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
国
の
支
援
制
度
説
明
会
の
開
催

　
　
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
な

ど
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
加

え
、
今
年
７
月
に
空
き
家
等
の
有
効
活

用
の
た
め
、
不
動
産
団
体
と
情
報
提
供

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
登
録
物
件

の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
た
め
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
、
空

き
家
等
の
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

新
た
に
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
住

ま
い
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築

す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
管
理
不

全
の
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
よ
う
、
有

効
活
用
に
つ
な
が
る
情
報
を
適
切
に
提

供
し
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
や
良
好
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
、
空
き
家

を
公
共
性
の
あ
る
社
会
的
資
産
と
し
て

有
効
に
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
過
労
死
等
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
中
山
間
地
域
は
国
土
保
全
や
自

　
　
然
環
境
の
面
か
ら
も
重
要
な
地
域

と
考
え
る
。
耕
作
放
棄
地
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
中
山
間
地
域
の
農
業
維
持

に
向
け
た
課
題
を
本
市
は
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
域
の
農
地
を
守
り
な
が
ら
、

　
　
農
業
生
産
活
動
が
安
定
的
に
継
続

し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
住
民
自
ら

が
地
域
の
強
み
や
弱
み
を
認
識
し
、
担

い
手
像
の
明
確
化
や
役
割
分
担
、
農
業

経
営
の
安
定
持
続
の
た
め
の
「
攻
め
の

方
策
」
や
、
耕
作
放
棄
化
の
予
防
、
鳥

獣
被
害
防
止
等
の
「
守
り
の
方
策
」
な

ど
を
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
だ
け
で
農
業
維
持

が
困
難
な
時
に
は
近
隣
と
の
連
携
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
促
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
に
は
、
現
行
の
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
対
応
で
き
る

た
め
、
引
き
続
き
制
度
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
担
い
手
農
家
に
対
す
る
新
た
な

　
　
支
援
策
に
つ
い
て
、
法
人
経
営
や

生
産
組
織
だ
け
で
な
く
、
意
欲
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
の
担

い
手
農
家
に
対
し
て
も
支
援
策
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
大
切
な
こ
と
は
単
な
る
所
得
補

　
　
償
で
は
な
く
、
意
欲
を
持
っ
て
努

力
し
て
い
る
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や

育
成
で
あ
る
。

　
ま
た
、
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
の
さ

ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、

組
織
・
団
体
に
限
ら
ず
、
個
人
の
担
い

手
に
も
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
来
年
度

の
予
算
編
成
で
十
分
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
現
在
の
財
政
状
況
、
今
後
の
見

　
　
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
は

総
合
計
画
の
策
定
が
始
ま
る
中
で
、
ど

の
よ
う
な
行
財
政
経
営
を
行
う
の
か
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
実

　
　
質
公
債
費
比
率
は
13
・
６
％
で
全

く
心
配
の
な
い
水
準
で
あ
り
、
さ
ら
に

25
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

約
88
億
７
、０
０
０
万
円
で
、
目
安
と

な
る
基
準
を
上
回
る
額
を
確
保
し
て
い

る
。
今
後
の
見
通
し
は
、
歳
出
で
は
扶

助
費
や
国
保
・
介
護
保
険
関
係
の
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

反
面
、
歳
入
で
は
減
少
傾
向
に
な
る
と

見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
行
財
政
経
営
は
、

業
務
の
委
託
化
・
民
営
化
の
推
進
等
に

よ
り
職
員
数
を
削
減
し
て
一
般
行
政
経

費
を
節
減
す
る
な
ど
、
行
政
運
営
の
効

率
化
と
健
全
財
政
の
堅
持
に
一
層
取
り

組
み
、
地
域
経
済
対
策
、
防
災
対
策
、

福
祉
・
教
育
等
の
施
策
を
推
進
し
、
市

民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
な
行
財

政
運
営
を
行
い
た
い
。

　
　
　
今
年
８
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

　
　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、

今
後
、
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
が
重
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
れ
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

　
　
く
り
の
実
現
の
た
め
に
は
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
改
正
都
市
再
生
特
別
措
置
法
は

施
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
同
法
に

基
づ
く
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
今
後
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト

や
課
題
を
十
分
に
精
査
し
な
が
ら
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
各
支
部

　
　
の
事
務
局
体
制
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
連
合
会
の
事
務
局
は
社
会
福
祉

　
　
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
、
専
任
職
員

を
配
置
し
、
独
自
に
運
営
を
し
て
い
る
。

業
務
と
し
て
は
、
支
部
活
動
の
取
り
ま

と
め
や
連
合
会
全
体
の
活
動
の
事
務
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
支
部
に
お
い

て
は
、
独
自
に
事
務
局
を
置
い
て
運
営

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
長
岡
、
三
島
、

栃
尾
の
３
支
部
が
あ
る
。
ほ
か
の
８
支

部
は
、
独
自
の
事
務
局
が
な
い
た
め
、

主
に
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力

に
よ
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
料
を
据
え
置
き
、

　
　
引
き
下
げ
を
図
る
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
制
度
外
繰
り
入
れ
を
増
額
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の

見
解
は
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
は
高
齢
化
な
ど

　
　
に
よ
り
年
々
医
療
費
が
増
加
す
る

一
方
で
、
加
入
者
は
低
所
得
者
が
多
く
、

国
保
財
政
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
保
会
計
は
特
別
会
計
と
い

う
独
立
し
た
会
計
で
あ
り
、
そ
の
歳
出

は
自
ら
の
歳
入
で
賄
う
こ
と
が
原
則
で

あ
る
。
し
か
し
、
歳
出
が
歳
入
を
上
回

る
構
造
的
な
問
題
が
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
措
置
と
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
の

制
度
外
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
財
政
規
律
の
観
点
か
ら
も
、

一
般
会
計
か
ら
の
制
度
外
繰
り
入
れ
に

は
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
栃
尾
地
域
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
た
栃
尾
郷
診
療
所
の

役
割
と
機
能
強
化
に
つ
い
て

広井　晃 議員
（１期・市民クラブ）

山田　省吾 議員
（２期・しん長岡クラブ）

丸山　広司 議員
（２期・市民クラブ）

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する「所
管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。詳し
くは会議録（11月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会

●子どものインフルエンザ予防接種の助成
●公立保育園民営化のメリット、デメリット
●児童手当を申請していない人の数とそれに対するフォロー
●青少年文化センターにあるプラネタリウムの中心市街地への整備
●就学援助における生活扶助基準の引き下げ終了後の認定者数への影響
●地域力を活用した放課後の子どものサポートにおける現状と今後
●学校の規模適正化における学校統合への本市の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●自主防災会での「災害図上訓練ＤＩＧ」の実施
●市職員の社会人経験者採用の拡大
●合併団体の財政需要を反映した普通交付税の算定
●職員の不祥事対策として倫理観を高める服務宣誓の復唱の必要性
●ＡＥＤ有効活用のための24時間営業のコンビニへの設置と環境の整備
●柏崎刈羽原発の安全対策に関する本市の姿勢
●中核市移行に向けての諸課題
●ふるさと納税のお礼において長岡の特産品の魅力を広く発信する工夫　　など

産業市民委員会 建設委員会
●公園の障害者用トイレにおけるオストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保有
　者）対応設備の設置
●大手通表町東地区再開発におけるＵＲ都市機構の市長表敬訪問内容
●耐震改修促進計画の進捗状況と課題
●国道351号線大手大橋通に完成した雨水貯留管の効果
●長岡都市圏交通円滑化総合計画における蔵王橋下流橋（仮称）構想を廃止し
　現蔵王橋を４車線化する案に対する本市の見解
●都市計画道路が担う緊急時における役割に対する本市の見解
●左岸バイパスの南北への延伸状況　　　　　　　　　　　　　　　　　など

●担い手農家に対する新たな支援策での人材確保、経営能力の強化
●平成26年産米の作況、米価下落・在庫対策
●中小企業の事業承継に対する本市の認識
●長岡まつりに合わせた各地域への観光誘客の取り組み
●大手通表町東地区の再開発を考慮した五・十の市の今後の出店場所
●長岡地域若者サポートステーションの課題
●ＮＰＯ法人ながおか未来創造ネットワークの役割と今後の方向性
●女性の活躍推進に向けた本市の取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

諸橋　虎雄 議員
（３期・共産党市議団）

長
岡
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

農
政
改
革
に
お
け
る

　
　
　
　
　農
業
振
興
に
つ
い
て

多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

　コ
ン
パ
ク
ト
シ
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※３　財政調整基金：自治体が年度間の財源の不均衡を調整するための積立金。
※４　改正都市再生特別措置法：市町村が実施する、都市全体の構造を見渡しながら住宅及び医療、福祉、商業その他の居住に関連する施設の誘導と、それと連携した公共交通に
　　　　　　　　　　　　　　　関する施策を講じることによるコンパクトなまちづくりを、国が支援することを目的とした法律。
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会派別議員名簿 （９月30日現在）　

議会情報を発信中！
　本会議・委員会の詳細は、会議録またはホーム
ページ上の会議録検索システムをご覧ください。

（９月定例会における本会議・常任委員会の会議録
は11月下旬発行予定、決算審査特別委員会は12月
中旬発行予定です）

■会議録のあるところ
　アオーレ長岡（東棟１階行政刊行物コーナー、東棟３階情報公開コーナー、西棟４階議
会事務局）、各支所、市立図書館など
■会議録検索システム、インターネット録画中継、議会の日程
　⇒「長岡市議会ホームページ」にアクセス
 　　（http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/index.html）
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古川原直人　　加藤　尚登

高見　美加　　浮部　文雄

広井　　晃　　高野　正義

酒井　正春　　五井　文雄

小熊　正志　　大地　正幸

矢野　一夫

永井　亮一　　杵渕　俊久

山田　省吾　　関　　充夫

水科　三郎

民成クラブ
加藤　一康　　杉本　輝榮

佐藤　伸広　　小坂井和夫

公 明 党
藤井　達徳　　中村　耕一

山田保一郎

大平美惠子　　桑原　　望

Ａ　藤井　盛光

Ｂ　西澤　信勝

Ｃ　関　　貴志

Ｄ　丸山　勝総（議長）
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12月定例会を
 傍聴しませんか？

　12月定例会の日程は、11月上旬に決定します。ぜひ傍聴に
お越しください。

・開会　午前10時
・受付　午前９時30分からアオーレ長岡 

 西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

・開会　午後１時
・受付　午後０時30分からアオーレ長岡 

 西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　65人、車いす席２人、
 親子傍聴席10人

本 会 議

常任委員会

共産党市議団
笠井　則雄　　諸橋　虎雄

木島　祥司　　細井　良雄

平成25年度決算を認定

各会派の意見・評価

＜決算審査特別委員会委員＞

決算審査特別委員会の採決

◎矢野　一夫　　○永井　亮一　　　高見　美加
　木島　祥司　　　山田　省吾　　　丸山　広司
　中村　耕一　　　加藤　尚登　　　水科　三郎
　長谷川一作　　　大平美惠子　　　藤井　達徳
　関　　正史　　　高野　正義　　　関　　貴志
　笠井　則雄　　　加藤　一康　　　小熊　正志
　小坂井和夫　　　　　（◎委員長　○副委員長）

＜平成25年度一般会計決算の概要＞
　９月定例会招集日に「決算審査特別委員会」を設置し、平成25年度の予算執
行における収入・支出が適正に行われたかを審査しました。
　９月24日から26日までの３日間にわたり同委員会を開催し、慎重に審査した
結果、一般会計・特別会計・下水道事業会計・水道事業会計・ガス事業会計の
決算はいずれも認定となりました。

　一般会計の歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越す財源を差し引いた実質
収支は、27億1,235万１千円の黒字となりました。

歳 入
　基幹収入である市税は、景気の回復傾向により法人市民税が見込みを上回っ
たほか、地方交付税も見込みを上回りました。また、国庫支出金と市債は、前
年と同様に国の経済対策に伴う事業を平成26年度に繰り越したことにより予算
額を下回りました。

歳 出
　長引く景気低迷からの経済再生に向け、「地域経済の下支え」を最優先課題
にとらえ、国の経済対策に基づく大型補正予算と一体となった切れ目のない経
済対策を実施し、地域が元気を取り戻し、成長していくための投資をしっかり
と行いました。また、一般行政経費等の節減に努めながら、「市民の安全と安
心の確保」、「市民の誇りと自信の醸成」、「さらなる地域振興の推進」、「総合計
画によるまちづくり」の重点施策に沿って、さまざまな施策や各種事業を実施
しました。さらに、７月・８月豪雨災害に対しては、被災者の生活再建支援を
第一に、道路、河川などの復旧に全力で取り組みました。

決算審査特別委員会で審査しました

区　分 歳　入 歳　出

一般会計 1,467億4,495万６千円
（対前年比2.0%増）

1,427億3,162万３千円
（対前年比3.5%増）

特別会計・下水道事業
会計・水道事業会計・
ガス事業会計

764億2,198万７千円
（対前年比2.5%増）

803億5,665万２千円
（対前年比8.8%増）

賛 成 市民クラブ
　平成25年度決算は、差し引き形式収支40億円、実質収支黒字額
も27億円となり、財政の健全化を表す各指標も改善された。中小
企業への支援、雇用対策など地域経済再生への施策、公共施設整備
や子ども医療費の拡充、高齢者・障害者への支援などの福祉政策を
実施するなど市民の安全・安心を確保するための各種施策を展開し
たことは評価する。市民が誇りと愛着を持ち、安全・安心に暮らせ
るまちづくりの更なる推進を希望する。

賛 成 しん長岡クラブ
　歳入においては、市税、交付税ともに予算額を上まわり、決算総
額で対前年比29億円の増額となっているが、対予算額比では188
億円の減額であり歳入確保への姿勢を求める。他方歳出総額におい
ては、対前年比48億円強の増額で、予算額と支出済額との比較で
は185億円余の執行残があり、予算執行目的へのさらなる工夫を望
む。財務書類4表を見ても、各財政指標や財政健全化判断比率に懸
念は無く、引き続き行財政運営に取り組むことを期待する。

反 対 共産党市議団
　子ども医療費助成の対象年齢の拡大、中小企業への資金繰り支援
の充実、住宅リフォーム支援の拡充、新エネ・省エネへの補助の拡
充、７月・８月豪雨災害への迅速な対応については評価するが、中
心市街地活性化の十分な検証なしに、大手通表町西地区再開発事業
の着手、負担の重い国民健康保険料の大幅な値上げ、介護保険の
サービス低下などは問題である。大型開発優先から市民の暮らしと
福祉、保健・医療、教育充実への市政の転換を求める。

賛 成 民成クラブ
　長引く景気低迷から「地域経済の下支え」と公共事業の実施で地
域が元気を取り戻す施策と7・8月の豪雨災害の復旧と再建支援に
全力で取り組みながら、一方で大手通り表町西地区の市街地再開
発、東地区の旧大和跡地利用を含めた新たなまちづくりを推進して
きたが今後とも各種政策、事業の効果や成果、課題と経費の削減に
努め常に市民の安全と安心の確保などの重点施策と市民ニーズを常
に意識しながら今後とも意欲的に取り組むことを期待する。

賛 成 公 明 党
　長引く景気低迷からの経済再生に向け、国と一体となった経済対
策に取り組んだことは評価できる。また、７・８月豪雨災害に対し
ては、被災者の生活再建支援を第一に、道路・河川などの復旧に取
り組んだ。全体的に予算が適正に執行されており、期待された一定
の成果を挙げている。財政指標や健全化判断比率も前年度と比較し
て改善されており、健全な財政運営であったことが認められる。今
後とも市民に安心と希望を届ける施策を期待する。

賛 成 無所属の会
　7月本格稼働した生ごみバイオガス発電センター等、新エネル
ギー分野への果敢な取り組みが始まり、交流拠点アオーレとともに
特色ある政策観光を全国に発信できた。また長岡ならではの地場産
食材を積極的に発掘し、地消地産を推進した取り組みは新たな一歩
をしるした。国の経済対策と連動しての道路、学校施設、上下水道
整備等、生活優先で切れ目のない事業と災害対策の強化により、市
民の安全・安心を守る執行となったことを評価する。
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会派別議員名簿 （９月30日現在）　

議会情報を発信中！
　本会議・委員会の詳細は、会議録またはホーム
ページ上の会議録検索システムをご覧ください。
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会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議案等賛否一覧表

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対

市
民
ク
ラ
ブ
⒂

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑷

民
成
ク
ラ
ブ
⑷

公　

明　

党
⑶

無
所
属
の
会
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

議 決 結 果

市

長

提

出

議

案

補 正 予 算
平成 26 年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

平成 26 年度国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条　
　
　

例

制　 定

総合計画策定委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

保育の必要性の認定の基準を定める条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

一部改正

保育園条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

市立学校使用条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

学校給食共同調理場条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

児童発達支援センター設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

地下水保全条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

市営住宅条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

廃　 止 錦鯉総合センター条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

そ の 他

町（字）の区域及び名称の変更　２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

契約の締結（千手コミュニティセンター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

契約の締結（市民体育館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

財産の取得（総合支援学校グラウンド等整備事業用地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

過疎地域自立促進計画の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

見附市との間における定住自立圏形成に関する協定の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

決 算

決算の認定（平成 25 年度一般会計・特別会計） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

決算の認定（平成 25 年度下水道事業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

剰余金の処分及び決算の認定（平成 25 年度水道事業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原 案 可 決
及 び 認 定

決算の認定（平成 25 年度ガス事業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認 定

議員
提出
議案

条例一部改正 議会の議員の定数を定める条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

請　　願 集団的自衛権行使を容認する閣議決定の撤回を求めることに関
する請願 × × ○ ○ × ○ × × ○ 不 採 択

9月定例会



市議会の活動状況市議会の活動状況 ８月８日　放課後等デイサービス事業所を視察

●常任委員会行政視察
10月１日～ ３ 日　総務委員会
　　14日～16日　建設委員会
　　15日～17日　産業市民委員会
　　20日～22日　文教福祉委員会

●議会運営委員会
８月 ８ 日　９月定例会の会期について
９月 ５ 日　９月定例会の運営方針につ
　　　　　 いて
　　 ９ 日　９月定例会招集日の運営
　　　　　 方針について
　　30日　９月定例会最終日の運営
　　　　　 方針について

●特別委員会
 ８月 ８ 日　議会活性化特別委員会
　 　25日　まちづくり・新エネルギー
　　　　　  対策特別委員会
 ９月24日～26日　決算審査特別委員会
10月 ７ 日　長岡東西道路・大河津分水
　　　　　  整備推進特別委員会
10月27日　まちづくり・新エネルギー
　　　　　  対策特別委員会

８月 ８ 日　文教福祉委員会
●常任委員会市内現地視察

９月 ９ 日　本会議（招集日）
　　10日～11日　本会議
　　16日　文教福祉委員会
　　17日　建設委員会
　　18日　産業市民委員会
　　19日　総務委員会
　　30日　本会議（最終日）

●９月定例会（９月９日～30日）

施設の職員から説明を受ける委員

　文教福祉委員会が市内にある放
課後等デイサービス事業所２施設
を訪問しました。これらの施設で
は、市内の学校に通う障害児の放
課後等における見守りやその他必
要な支援をしています。
　委員は施設の活動について説明
を受け、意見交換を行いました。

８月20日　ドイツ・トリアー市を訪問

丸山勝総議長（右端）とトリアー市関係者（日本庭園「宇楽苑」）

条例改正案の採決（本会議最終日）

　８月20日～23日、丸山勝総
議長が姉妹都市であるトリ
アー市を表敬訪問し、両市の
交流のシンボルとなっている
日本庭園「宇楽苑」の10周年
記念式典に出席しました。再
来年の姉妹都市締結10周年に
向けて、両市の交流を進めて
いきます。

９月30日　議員定数４人削減　議員提案で可決
　市議会では、これまで議会活性
化特別委員会において、議員定数
のあり方についての検討を重ねた
結果、議員定数を４人減の34人にす
ることを決定しました。
　９月30日に議員提案で議員定数条
例の改正案が提出され、賛成多数で
可決しました。
　この定数は、次の一般選挙から
適用されます。

10月４日　米百俵まつりに参加
　今年も丸山勝総議長をはじ
め、議員が米百俵まつりの越後
長岡時代行列に参加しました。
　出陣の号砲が響き渡ると総勢
約500人の時代行列の行進が始
まり、千秋南公園から大手通り
まで練り歩きました。また、丸
山議長による祝砲の号令で平和
の花火も打ち上げられました。

議会活性化特別委員会　主な検討項目と結果一覧表
２年５カ月にわたり議会活性化特別委員会で議論した主な検討項目と結果は以下のとおりです。

検　討　項　目 結　　　　　　　　　　　　　果

議決対象の拡大について ・議会の意見を反映できるよう総合計画基本構想の策定・変更・廃止、姉妹都市又は友好都市の提携・変更・解消
について議会の議決対象とし、平成24年12月定例会で条例を制定した。

一般質問の方式について ・一問一答方式を平成25年６月定例会より導入した。
・時間制限を概ね60分とし質問の回数制限を撤廃した。

決算審査特別委員会について ・11月に審査し12月定例会で議決していたが、議会の意見を新年度予算に反映できるよう９月定例会中に審査し議
決することとし、平成25年より実施した。

議会報告会の開催について ・議会報告会という形ではなく、議員が各個人、会派で議会報告をし、議会をより理解してもらうことで開かれた
議会を目指す。

議員定数のあり方について ・現行の38人から４人削減し、34人とすることを賛成多数で決定した。平成26年９月定例会で条例改正案を提出
し、可決された。

政策条例提案について ・それぞれの議員が政策提案できるように、その仕組みづくりを引き続き検討していく。

政務調査活動について ・政務活動費については、多様化する議員の調査・研究活動を充実できるよう改善していく。

議会基本条例の制定について

通年議会の導入について

議員報酬・費用弁償について

・他市の事例研究や調査を重ね、今後さらに検討していく。

広報・広聴活動について
・議会情報の発信を強化するため、見やすくアクセスしやすいホームページにリニューアルすることとし、平成26
年８月より新ホームページでの運用を開始した。
・本会議のほか、常任委員会についてもケーブルテレビ中継を行うこととし、平成26年６月定例会より開始した。
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